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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　建材パネル間の目地に照明装置が配設されている照明構造であって、前記照明装置は、
光源と、前記建材パネルよりも突出し前記目地に沿って形成され前記光源からの光の一部
を反射によって前記建材パネル側に照射するレンズ部とを有することを特徴とする照明構
造。
【請求項２】
　前記光源は、前記建材パネルよりも内側に配設されていることを特徴とする請求項１に
記載の照明構造。
【請求項３】
　前記レンズ部は、先端側が凹状に形成されていることを特徴とする請求項１又は２に記
載の照明構造。
【請求項４】
　前記レンズ部は、先端側が凸状に形成されていることを特徴とする請求項１又は２に記
載の照明構造。
【請求項５】
　前記レンズ部の先端に化粧部材が配設され、この化粧部材の表面側が、前記建材パネル
又は前記目地と略同柄及び／又は略同色調であることを特徴とする請求項１から４のいず
れか一項に記載の照明構造。
【請求項６】
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　前記化粧部材は、その幅寸法が前記レンズ部の幅寸法と略同一であることを特徴とする
請求項５に記載の照明構造。
【請求項７】
　前記化粧部材は、幅方向両側端部に、互いに対向する一対の係止部が形成され、前記レ
ンズ部には、前記化粧部材の前記係止部と嵌合する係合部が形成されていることを特徴と
する請求項５又は６に記載の照明構造。
【請求項８】
　前記レンズ部は、先端側が凹状に形成されており、前記化粧部材は、前記レンズ部の先
端側に形成されている凹状部に嵌合する係止部が形成されていることを特徴とする請求項
５又は６に記載の照明構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、建材パネル間の目地の照明構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　非点灯時に照明装置が目立たないようにするため、近年、天井や壁などの建材パネル間
の目地に照明装置を配設することが検討されている。例えば、特許文献１では、タイル間
の目地にＬＥＤを設けたＬＥＤ付建材が提案されている。このＬＥＤ付建材は、目地に備
え付けたＬＥＤによって、建材に電飾機能や照明機能などを持たせている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００１－１４０４３９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１のＬＥＤ付建材はＬＥＤを目地に点在して配置していること
に加え、個々のＬＥＤの発光面積が小さいこと、タイル面を直接照らすものでもないこと
などから、タイル面が暗く見え、部屋全体の明るさ感がない。
【０００５】
　本発明は、以上のとおりの事情に鑑みてなされたものであり、建材パネル間の目地に照
明装置を配設した場合でも、建材パネルを明るくして部屋の明るさ感を向上させることが
可能な照明構造を提供することを課題としている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記の課題を解決するために、本発明の照明構造は、建材パネル間の目地に照明装置が
配設されている照明構造であって、照明装置は、光源と、建材パネルよりも突出し目地に
沿って形成され光源からの光の一部を反射によって建材パネル側に照射するレンズ部とを
有することを特徴とする。
【０００７】
　この照明構造においては、光源は、建材パネルよりも内側に配設されていることが好ま
しい。
【０００８】
　この照明構造においては、レンズ部は、先端側が凹状に形成されていることが好ましい
。
【０００９】
　この照明構造においては、レンズ部は、先端側が凸状に形成されていることが好ましい
。
【００１０】
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　この照明構造においては、レンズ部の先端に化粧部材が配設され、この化粧部材の表面
側が、建材パネル又は目地と略同柄及び／又は略同色調であることが好ましい。
【００１１】
　この照明構造においては、化粧部材は、その幅寸法がレンズ部の幅寸法と略同一である
ことが好ましい。
【００１２】
　この照明構造においては、化粧部材は、幅方向両側端部に、互いに対向する一対の係止
部が形成され、レンズ部には、化粧部材の係止部と嵌合する係合部が形成されていること
が好ましい。
【００１３】
　この照明構造においては、レンズ部は、先端側が凹状に形成されており、化粧部材は、
レンズ部の先端側に形成されている凹状部に嵌合する係止部が形成されていることが好ま
しい。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明の照明構造によれば、建材パネル間の目地に照明装置を配設した場合でも、建材
パネルを明るくして部屋の明るさ感を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の照明構造の一実施形態を示す斜視図である。
【図２】図１の照明構造のＡ－Ａ線断面図である。
【図３】本発明の照明構造に用いられる照明ユニットの一実施形態を示す断面図である。
【図４】本発明の照明構造に用いられる光源ユニットの一実施形態を示す分解斜視図であ
る。
【図５】（ａ）（ｂ）はそれぞれ、導光部材に入光した光の光学特性を説明するための模
式図である。
【図６】レンズ部からの光の照射方向を説明するための模式図である。
【図７】図１の照明構造に用いられる導光部材の別の実施形態を示す要部拡大断面図であ
る。
【図８】本発明の照明構造の別の実施形態を示す断面図である。
【図９】（ａ）（ｂ）はそれぞれ、本発明の照明構造のさらに別の実施形態を示す要部拡
大断面図である。
【図１０】本発明の照明構造のさらに別の実施形態を示す要部拡大断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態を説明する。
【００１７】
　図１は、本発明の照明構造の一実施形態を示す斜視図であり、図２は、図１の照明構造
のＡ－Ａ線断面図である。図３は、本発明の照明構造に用いられる照明ユニットの一実施
形態を示す断面図である。図４は、本発明の照明構造に用いられる光源ユニットの一実施
形態を示す分解斜視図である。図５（ａ）（ｂ）はそれぞれ、導光部材に入光した光の光
学特性を説明するための模式図である。図６は、レンズ部からの光の照射方向を説明する
ための模式図である。
【００１８】
　本実施形態の照明構造は、図１に示されるように、天井の建材パネル６０と建材パネル
６０との間の目地５０に照明装置１が配設されている。この照明装置１は、長尺状であり
、図１－２に示されるように、光源７０としての照明ユニット２と、この照明ユニット２
からの光の一部を反射によって建材パネル６０側に照射するレンズ部３１とを有している
。
【００１９】
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　照明ユニット２は、線状に光るライン照明であり、導光板３と、この導光板３に光を出
射する光源ユニット１０と、導光板３及び光源ユニット１０を収納する照明ケース２０と
を備えている。
【００２０】
　導光板３は単数もしくは複数でもよく、複数の場合には長手方向に沿って連続して配列
されて照明ケース２０に収納される。本実施形態では、図３に示されるように、導光板３
が複数長手方向に配列され、隣接する導光板３の端部同士が互いに当接するように連続し
て配置されている。
【００２１】
　導光板３は、透光性を有し屈折率の高いアクリル樹脂やポリカーボネート樹脂などの合
成樹脂で構成され、例えば、押出工法により長尺状に形成される。ガラスなどの部材で構
成することもできる。
【００２２】
　この導光板３は、断面視略矩形状に形成され、短辺側の一方の側面に、光源ユニット１
０からの光を受光する入光面４を有し、長辺側の一側面に、入光面４で受光した光を出射
する発光面５を有する。この発光面５とは反対側の側面は、入光面４からその反対側の側
面に向かって漸近する傾斜面６を有しており、導光板３は、弓形形状（楔形形状ともいう
）に形成されている。この傾斜面６によって、入光面４で受光した光の繰り返し反射によ
る減衰が抑えられる。この効果を高めるために、傾斜面６に光拡散面を設けることができ
る。光拡散面は、例えば、反射シートを傾斜面に貼着したり反射性の物質を傾斜面に印刷
ないし蒸着したりすることによって形成される。また光拡散面は、導光板３の長手方向と
直交する方向に断面視Ｖ字状の溝条を長手方向に沿って加工することによっても形成する
ことができる。このような光拡散面は導光板３の長手方向全長にわたって設けることがで
きる。
【００２３】
　また、この導光板３は、長辺側の側面のうち発光面５に隣接する面において、発光面５
側の部分に、突起部７が長手方向に沿って所定間隔で形成されている。
【００２４】
　光源ユニット１０は、図４に示されるように、ＬＥＤなどの発光体１１と、この発光体
１１を搭載する基板１２と、この基板１２を収納する基板ケース１３とを有している。基
板ケース１３は、例えば、合成樹脂製又は金属製などの剛性部材で構成される。
【００２５】
　本実施形態の基板ケース１３は、矩形状の底壁１５とこの底壁１５の外周四辺から立ち
上がる矩形状の周側壁１４で構成され、底壁１５の対向面は開口１６を有している。発光
体１１を搭載した基板１２は、基板ケース１３の開口１６側に発光体１１が配置されるよ
うに基板ケース１３の底壁１５に配設される。基板ケース１３に収納された基板１２の発
光体１１からの光は開口１６を通して導光板３に向けて照射される。
【００２６】
　照明ケース２０は、アルミニウムなどの金属、合成樹脂などの剛性部材で構成されてい
る。図２に示されるように、照明ケース２０は、対向する一対の平板状の長尺な縦板２１
と、一対の縦板２１間を縦板２１の短手方向一端部において連結する平板状の長尺な横板
２２とから形成され、長手方向両側端部には開口を有している。
【００２７】
　各縦板２１は、短手方向他端部に、内方（対向する縦板に向かう方向）に突出する導光
部材保持部２３が長手方向全長にわたって形成されている。この導光部材保持部２３は、
後述する導光部材３０を保持するものであり、横板２２と略平行に形成されている。各導
光部材保持部２３同士は離間しており、その離間距離は導光板３の幅寸法（発光面に隣接
する二つの長辺側の側面間の寸法）と同程度に設定され、導光板３の発光面５から出射さ
れる光が導光部材保持部２３によって阻害されないようにされている。
【００２８】
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　また、各縦板２１は、導光部材保持部２３からやや横板２２寄りの位置に、内方に突出
する導光板保持部２４が長手方向全長にわたって形成され、さらに横板２２寄りの位置に
、内方に突出する光源ユニット保持部２５が長手方向全長にわたって形成されている。導
光板保持部２４及び光源ユニット保持部２５は、横板２２と略平行に形成されている。各
導光板保持部２４同士及び各光源ユニット保持部２５同士は離間しており、その離間距離
は導光板３を挟持可能に導光板３の幅寸法と同程度に設定されている。
【００２９】
　次に、照明ケース２０への導光板３及び光源ユニット１０の収納について説明する。
　導光板３の収納は、まず、導光板３の発光面５が照明ケース２０から露出するように導
光板３の発光面５側を導光板保持部２４側に向けて導光板３を配置する。次いで、照明ケ
ース２０の長手方向両側端部の一方の端部の開口から導光板３を照明ケース２０内に差し
込むことによってなされる。その際、導光板３の突起部７が導光板保持部２４と光源ユニ
ット保持部２５との間に案内されるように導光板３を差し込む。差し込まれた導光板３は
、突起部７が導光板保持部２４で支持されることによって、照明ケース２０内で保持され
る。また、導光板３の突起部７が導光板保持部２４と光源ユニット保持部２５との間に案
内されているため、導光板３の高さ方向（縦板２１の短手方向）の移動が規制される。さ
らに導光板保持部２４と光源ユニット保持部２５によって導光板３が挟持されているため
、導光板３の幅方向の移動が規制される。このように照明ケース２０内で保持、固定され
た状態で導光板３は収納される。
【００３０】
　光源ユニット１０の収納は、基板ケース１３の開口１６が導光板３の入光面４に対向す
るように、照明ケース２０の長手方向両側端部の一方の端部の開口から光源ユニット１０
を照明ケース２０内に差し込むことによってなされる。その際、光源ユニット１０が照明
ケース２０の横板２２と光源ユニット保持部２５との間に案内されるように光源ユニット
１０を差し込む。差し込まれた光源ユニット１０は、照明ケース２０の横板２２と光源ユ
ニット保持部２５との間に案内されているため、光源ユニット１０の高さ方向の移動が規
制される。さらに照明ケース２０の縦板２１によって光源ユニット１０が挟持されている
ため、光源ユニット１０の幅方向の移動が規制される。このように照明ケース２０内で保
持、固定された状態で光源ユニット１０は収納される。収納された光源ユニット１０は導
光板３の入光面４に対峙し、光源ユニット１０から導光板３の入光面４に向かって光が出
射される。
【００３１】
　導光板３及び光源ユニット１０を複数、照明ケース２０に収納する場合、照明ケース２
０の長手方向両側端部の一方の端部の開口から上記した手順で導光板３と光源ユニット１
０を交互に順次差し込んでいけばよい。導光板３は楔形形状を有しているため、収納され
た複数の導光板３は、光源ユニット１０に干渉されずに、端部同士が互いに当接するよう
に連続して配置される。連続配置された導光板３において、導光板３の入光面４で受光し
た光源ユニット１０からの光は発光面５から出射されるが、発光面５以外にも入光面４と
は反対側の面から、長手方向に配置した別の隣接する導光板３に向かって出射される。導
光板３の長手方向端部から出射した光は隣接する導光板３に入光されるので、発光効率を
向上させることができる。連続配置した隣接する導光板３間の連結部が目立たない良好な
外観が実現される。また、本実施形態では導光板３に対応する数だけ光源ユニット１０を
設けているが、導光板３よりも光源ユニット１０の数を少なくすることができる。
【００３２】
　レンズ部３１は、本実施形態では、図２に示されるように、導光部材３０の一部として
構成されている。導光部材３０は、照明ユニット２の導光板３と同様、透光性を有し屈折
率の高いアクリル樹脂やポリカーボネート樹脂などの合成樹脂で構成され、例えば、押出
工法により長尺状に形成される。ガラスなどの部材で構成することもできる。導光部材３
０は平板状に形成されており、レンズ部３１は、短手方向一端部に、長手方向に沿って形
成されている。導光部材３０は単数もしくは複数でもよく、複数の場合には長手方向に沿
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って連続して配列される。本実施形態では、導光部材３０は導光板３とは別体として形成
されているが、導光板３と一体に形成することもできる。
【００３３】
　導光部材３０は、レンズ部３１の反対側の端部に、照明ユニット２と連結する連結部３
２が設けられている。この連結部３２は、照明ケース２０の導光部材保持部２３に対応す
る形状を有する凹溝として構成され、長手方向全長にわたって形成されている。この連結
部３２に照明ケース２０の導光部材保持部２３が係合するように、照明ケース２０の長手
方向両側端部の一方の端部の開口から導光部材３０を差し込むことによって、照明ユニッ
ト２と導光部材３０とを連結することができる。導光部材３０が複数の場合、照明ケース
２０の長手方向両側端部の一方の端部の開口から上記した手順で順次差し込んでいけばよ
い。導光部材３０と照明ユニット２とが連結された状態において、レンズ部３１の反対側
の端部は導光板３の発光面５と当接している。
【００３４】
　照明装置１は、照明ユニット２と導光部材３０とが連結した状態で構成され、建材パネ
ル６０と建材パネル６０との間の目地５０に配設される。本実施形態では、照明ユニット
２を建材パネル面６０ａよりも内側（室内側の反対側）に配設している。そして、少なく
とも導光部材３０の先端部分を建材パネル面６０ａから突出させるようにして照明装置１
を目地５０に配設している。導光部材３０の先端部分が建材パネル面６０ａから突出され
ていることにより、レンズ部３１は建材パネル面６０ａから突出した状態で配置される。
【００３５】
　照明装置１の目地５０への配設は、例えば、建材パネル６０が固着されている下地材に
照明装置１の照明ケース２０の横板２２を当接させ、ネジやビスなどの固定具を下地材に
向かって打ち込み、固定することによってなされる。
【００３６】
　建材パネル６０間の目地５０に配設された照明装置１の照明ユニット２は、光源ユニッ
ト１０からの光を導光板３の入光面４で受光して発光面５から出射する。照明ユニット２
からの光は導光部材３０に入光され、全反射を繰り返して先端に到達し、レンズ部３１か
ら外部に出射される。レンズ部３１から出射される光の一部は建材パネル６０に向かう。
照射された建材パネル６０は明るくなり、部屋全体の明るさ感を向上させることができる
。本実施形態では、照明ユニット２を建材パネル面６０ａの内側に配設し、導光部材３０
の一部を建材パネル面６０ａから突出させるなどして建材パネル面６０ａからの照明装置
１の突出量を少なくしているので、照明装置１が目立ち難くなっている。導光部材３０が
透明部材で形成されている場合には、消灯時及び点灯時において目立ち難くすることが可
能となるため、意匠性を向上させ、見栄えの低下を低減することができる。レンズ部３１
以外を建材パネル面６０ａよりも内側に配設することもできる。この場合、照明装置１を
より一層目立ち難くすることができる。
【００３７】
　本実施形態のレンズ部３１は、図１－２に示されるように、先端側が凹状に形成されて
いる。図５に示されるように、導光部材３０において、入射角が小さいと光は屈折して室
内側（空気）に照射され（図５（ａ））、入射角が大きいと反射する（図５（ｂ））。こ
のため、図６に示されるように、導光部材３０に入光した光は、先端側が凹状に形成され
ているレンズ部３１によって、光の反射により建材パネル６０側に照射され、図１で示さ
れる建材パネル６０の領域Ｗを明るく照らすことができる。また、室内側には光を広げて
広範囲に照射される。この建材パネル６０側への照射と室内側への広範囲な照射との相乗
効果により、部屋全体の明るさ感をより一層向上させることができる。
【００３８】
　図７は、図１の照明構造に用いられる導光部材の別の実施形態を示す要部拡大断面図で
ある。図１－６に示した実施形態と同じ部分には同一の符号を付し、その説明を省略する
。
　本実施形態では、レンズ部３１は、先端側が凸状に形成されている。本実施形態におい
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ても、導光部材３０に入光した光は、光の反射により建材パネル６０側に照射され、室内
側にも照射される。先端側が凸状に形成されているレンズ部３１によって、光がより集光
される。このため、先端側が凹状に形成されているレンズ部と比べて、建材パネル６０を
より強く照らすことができる。また室内をより強く照らすことができる。この相乗効果に
より、部屋全体の明るさ感をより一層向上させることができる。
【００３９】
　図８は、本発明の照明構造の別の実施形態を示す断面図である。図１－７に示した実施
形態と同じ部分には同一の符号を付し、その説明を省略する。
　本実施形態では、レンズ部３１の先端に、レンズ部３１の幅寸法と略同一の幅寸法を有
する化粧部材４０が長手方向に沿って配設されている。化粧部材４０の表面側は平坦面４
１とされ、建材パネル６０と略同柄に形成されている。化粧部材４０は透光性接着剤など
でレンズ部３１に固着されている。
【００４０】
　化粧部材４０はレンズ部３１の幅寸法と略同一の幅寸法を有するため、レンズ部３１の
凹面３６の略全体を覆うことができる。化粧部材４０の見えがかり面が周囲の建材パネル
６０と略同柄であることから、照明装置１は周囲の建材パネル６０と調和が図られ、ある
いは隠蔽されるなど照明装置１の存在感が低減し、目立ち難くなっている。
【００４１】
　化粧部材４０は、透光性を有する合成樹脂など透光性部材で構成され、レンズ部３１か
らの光が透過可能とされている。本実施形態では、レンズ部３１の先端側が凹状に形成さ
れているので、導光部材３０に入光した光は、反射により建材パネル６０側に照射される
。また、室内側には光を広げて広範囲に化粧部材４０を通して照射される。この建材パネ
ル６０側への照射と室内側への広範囲な照射との相乗効果により、部屋全体の明るさ感を
より一層向上させることができる。化粧部材４０の材料の屈折率を変えるなど材料特性を
変えることで、レンズ部３１からの光の透過特性、反射特性などの光学特性を調整するこ
とができる。
【００４２】
　以上の実施形態では、化粧部材４０の表面側を建材パネル６０と略同柄にしているが、
建材パネル６０と略同色調、又は建材パネル６０と略同柄かつ略同色調とすることができ
る。化粧部材４０の表面側を目地５０と略同柄及び／又は略同色調とすることもできる。
いずれの場合においても、照明装置１と周囲の建材パネル６０との間、照明装置１と周囲
の目地５０との間の調和が図られ、あるいは隠蔽されるなど照明装置１の存在感が低減し
、目立ち難くすることができる。また、レンズ部３１の先端側が凸状に形成されている照
明構造においても適用できる。
【００４３】
　図９は、本発明の照明構造のさらに別の実施形態を示す要部拡大断面図である。図１－
８に示した実施形態と同じ部分には同一の符号を付し、その説明を省略する。
　図９（ａ）（ｂ）は、いずれもレンズ部３１と化粧部材４０との嵌合構造が照明装置１
に付与された実施形態である。
【００４４】
　図９（ａ）は、レンズ部３１の先端側が凹状に形成されている場合の実施形態である。
　化粧部材４０には、幅方向両側端部において表面側の平坦面４１に対して略垂直に立ち
上がり互いに対向する一対の起立部４３が平坦面４１とは反対側に長手方向に沿って連続
して形成されている。各起立部４３の先端部には、内方に突出する爪部４４が長手方向に
沿って連続して形成されており、係止部４２はこの起立部４３と爪部４４とから形成され
ている。レンズ部３１には、先端部に、化粧部材４０の係止部４２の爪部４４に対応する
形状を有する凹溝状の一対の係合部３４が長手方向に沿って連続して形成されている。
【００４５】
　化粧部材４０のレンズ部３１への取り付けにあたっては、例えば、以下の手順で行うこ
とができる。まず、化粧部材４０の係止部４２がレンズ部３１に対峙するように化粧部材
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４０をレンズ部３１の先端側に配置する。次いで、化粧部材４０をレンズ部３１に向かっ
て押しつけて、化粧部材４０の係止部４２の起立部４３を外方に撓ませる。化粧部材４０
をさらにレンズ部３１の方に押しつけることで、係止部４２の爪部４４がレンズ部３１の
係合部３４に引っ掛かって係止部４２と係合部３４とが嵌合し、化粧部材４０がレンズ部
３１に取り付けられる。
【００４６】
　このように本実施形態の照明構造は、化粧部材４０をワンタッチでレンズ部３１に取り
付けることができるなど施工性に優れる。また、レンズ部３１の先端側が凹状に形成され
ているので、上述した効果と同様の効果が奏され、部屋全体の明るさ感をより一層向上さ
せることができる。
【００４７】
　図９（ｂ）は、レンズ部３１の先端側が凸状に形成されている場合の実施形態である。
　本実施形態においても、図９（ａ）と同様、化粧部材４０には起立部４３と爪部４４と
からなる係止部４２が形成され、レンズ部３１には係合部３４が形成されており、化粧部
材４０をワンタッチでレンズ部３１に取り付けることができるなど施工性に優れる。また
、レンズ部３１の先端側が凸状に形成されているので、上述した効果と同様の効果が奏さ
れ、部屋全体の明るさ感をより一層向上させることができる。
【００４８】
　図１０は、本発明の照明構造のさらに別の実施形態を示す要部拡大断面図である。図１
－９に示した実施形態と同じ部分には同一の符号を付し、その説明を省略する。
　本実施形態は、その先端側が凹状に形成されているレンズ部３１と化粧部材４０との嵌
合構造が照明装置１に付与された実施形態である。
【００４９】
　本実施形態のレンズ部３１の先端側の凹状部３３は、先端側の開口３５が狭く形成され
ており、照明ユニット側に向かって徐々に広くなり、そしてまた狭くなるなど、先端側の
開口３５が内側よりも幅狭に形成されている。
【００５０】
　化粧部材４０は、レンズ部３１側に、レンズ部３１の凹状部３３の形状に対応する形状
の係止部４２が形成されている。具体的には、係止部４２は断面視略楕円形状を有してい
る。また、中空形状を有している。このような係止部４２は、透光性を有しエラストマー
樹脂などの軟質材で構成され、外力によって変形可能に形成されている。化粧部材４０全
体をこのような透光性を有する軟質材で構成することもできる。
【００５１】
　化粧部材４０のレンズ部３１への取り付けにあたっては、化粧部材４０をレンズ部３１
の先端側から押しつけて、化粧部材４０の係止部４２をレンズ部３１の凹状部３３に押し
込めばよい。化粧部材４０のレンズ部３１への押しつけによって係止部４２はレンズ部３
１の凹状部３３の先端側の幅狭の開口３５周縁と当接して外力が加えられて変形する。変
形した係止部４２はレンズ部３１の凹状部３３の先端側の幅狭の開口３５を通過する。幅
狭の開口３５を通過した係止部４２は、外力から解放され、レンズ部３１の凹状部３３の
形状に対応する形状に復元する。この状態で化粧部材４０の係止部４２はレンズ部３１の
凹状部３３と嵌合し、化粧部材４０がレンズ部３１に取り付けられる。
【００５２】
　このように本実施形態の照明構造は、化粧部材４０をワンタッチでレンズ部３１に取り
付けることができるなど施工性に優れる。また、レンズ部３１の先端側が凹状に形成され
ているので、上述した効果と同様の効果が奏される。すなわち、導光部材３０に入光した
光は、反射により建材パネル６０側に照射され、室内側には光を広げて広範囲に化粧部材
４０を通して照射され、部屋全体の明るさ感をより一層向上させることができる。
【００５３】
　以上、実施形態に基づき本発明を説明したが、本発明は上記の実施形態に何ら限定され
るものではなく、その要旨を逸脱しない範囲内において各種の変更が可能である。例えば
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、照明装置の照明ユニットにおいて導光板を配設せず導光部材の上側に多数の光源ユニッ
トを長手方向に並べて光源ユニットから直接導光部材に照射するように構成することもで
きる。また、天井の建材パネル間の目地に限らず、壁の建材パネル間の目地に照明装置を
配設することもできる。
【符号の説明】
【００５４】
　１　照明装置
３１　レンズ部
３３　凹状部
３４　係合部
４０　化粧部材
４２　係止部
５０　目地
６０　建材パネル
７０　光源

【図１】 【図２】

【図３】
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【図６】 【図７】
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